
(企業結合等関係) 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日   至 平成23年３月31日） 

（取得による企業結合） 

株式会社セディナの第三者割当増資の引受け及び連結子会社化 

当社の連結子会社である株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジット（以下、「ＦＧＣＣ」）は、当社の持分法

適用関連会社でありました株式会社セディナ（以下、「セディナ」）が平成22年５月31日に行った第三者割

当増資を全額引き受けいたしました。これにより、当社はセディナを連結子会社といたしました。取得によ

る企業結合の概要は、次のとおりであります。 

１．企業結合の概要 

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容 

セディナ（事業の内容：クレジットカード業） 

(2) 企業結合を行った主な理由 

セディナの企業価値向上のための新規事業・システムへの投資やコスト構造変革を始めとする経営

構造変革の一段のスピードアップと確実な実行を図るとともに、三井住友カード株式会社と共に当社

グループのクレジットカード事業における中核会社としてのセディナの位置付けをより一層明確化し、

併せて財務基盤の強化を行うため、ＦＧＣＣがセディナの普通株式を第三者割当の方法により引き受

け、同社を連結子会社化いたしました。 

(3) 企業結合日 

平成22年５月31日 

(4) 企業結合の法的形式 

第三者割当増資の引受けによる連結子会社化 

(5) 結合後企業の名称 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ 

(6) 取得した議決権比率 

企業結合直前に所有していた議決権比率 48％ 

企業結合日に追加取得した議決権比率  21％ 

取得後の議決権比率          69％ 

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社がセディナの議決権の過半数を取得し、連結子会社化したことによる。 

２．連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間 

平成22年４月１日から平成23年３月31日まで 

ただし、平成22年６月30日をみなし取得日としているため、連結損益計算書上、平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日までの被取得企業に係る損益は、持分法投資損益として計上しております。 

３．被取得企業の取得原価及びその内訳 

企業結合直前に所有していたセディナの普通株式の時価  35,901百万円 

企業結合日に追加取得したセディナの普通株式の時価     49,999百万円 

取得に直接要した支出額                   203百万円 

被取得企業の取得原価                                  86,104百万円 

４．被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額 

被取得企業の取得原価                 86,104百万円 

取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額        74,437百万円 

差額（段階取得に係る差益）                            11,667百万円 
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５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

(1) 発生したのれんの金額 

9,671百万円 

(2) 発生原因 

取得原価とセディナに係る当社持分相当額との差額をのれんとして処理しております。 

(3) 償却方法及び償却期間 

20年間で均等償却 

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

(1) 資産の額 

資産合計                            2,631,525百万円 

うち貸出金                           438,497百万円 

うちその他資産                        803,639百万円 

うち支払承諾見返                           1,124,290百万円 

(2) 負債の額 

負債合計                  2,520,313百万円 

うち借用金                  989,790百万円 

うち支払承諾                1,124,290百万円 

７．企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼ

す影響の概算額 

(1) 企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定して算定された経常収益及び損益情報と取得企業

の連結損益計算書における経常収益及び損益情報との差額 

経常収益                            213,686百万円 

経常利益                           △5,584百万円 

当期純利益                          △2,257百万円 

（注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

(2) 概算額の算定方法及び重要な前提条件 

セディナ及びその連結子会社の平成22年４月１日から平成22年６月30日までの経営成績に、当該期

間に係るのれん償却額等を加味して算出しております。なお、実際に企業結合が連結会計年度開始の

日に完了した場合の経営成績を示すものではありません。 

また、上記情報につきましては、有限責任 あずさ監査法人の監査証明を受けておりません。 
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